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プライスキャップ制度 - 2026年1月15日時点の最新情報 

 
 

英国は2026年1月31日 GMT 23:01、EUは2026年2月1日より、ロシア産原油等の上限価格を1バレルあたり44.10米ドルに

引き下げることを発表しました。英国のプライスキャップ制度では、2026年1月31日GMT 23:01より以前を契約の効力発生日

とし、かつ既存の上限価格47.60米ドルに従って行われる取引については、2026年4月16日 22:59（BST）まで猶予期間があり

ます。EUのプライスキャップ制度では、現行の上限価格に従って締結された契約については、2026年1月15日から90日間履

行が可能です。 

 
 
 
 

EU、英国および米国制裁の最新情報―2025年10月 
 

2025年10月および11月には、EU、英国、米国によるロシアに対する新たな制限と指定が次々と導入されました。  

 

詳細は後段で触れますが、共通の主要テーマとして特筆すべきものは次のとおりです。 

• 輸送に関する保険を含むLNGに特に焦点を当てたロシアのエネルギー分野と主要な石油会社を標的とした協調的な

強化措置 

• 制裁回避を助長するシャドーフリートの運航や第三国仲介業者への監視強化 

• 回避ルートを封じるための輸出管理の拡大と金融措置の強化 

 

 

EU制裁 – 第19次パッケージ 
 

2025年10月23日にEU理事会は第19次制裁パッケージを導入し、EU規則833/2014およびEU規則269/2014の改正により、

ロシアのエネルギー分野、金融インフラ、軍需産業複合体に対する制限を大幅に拡大しました。主な措置は以下を含みます。 

 

本回覧は、2025年10月にEU、英国、米国が導入したロシアに対する新たな制裁の概要
を示すもので、エネルギー分野の制限、輸出管理の拡大、制裁回避への対策強化に焦
点を当てています。主要な影響とメンバー向けのコンプライアンス指針に後段で触れて
います。 

https://www.gov.uk/government/publications/uk-maritime-services-ban-and-oil-price-cap-industry-guidance/uk-maritime-services-ban-and-oil-price-cap-industry-guidance
https://finance.ec.europa.eu/document/download/68f60e66-3dfb-408a-8d83-bf4d83c9d61d_en?filename=260115-commission-notice-average-market-price-for-Russian-crude%20oil_en_0.pdf
https://assets.publishing.service.gov.uk/media/6968c82e3f43dfed1544b091/Oil_Price_Cap_-_INT.2024.4423849_-__General_Licence_-_Amendment_of_15_January_2026.pdf?utm_content=&utm_medium=email&utm_name=&utm_source=govdelivery
https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2025/10/23/19th-package-of-sanctions-against-russia-eu-targets-russian-energy-third-country-banks-and-crypto-providers/
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=OJ%3AL_202502033&qid=1761205705860
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=OJ%3AL_202502035&qid=1761207327314
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• エネルギー分野 

o ロシア産または同国から輸出される LNGの EUへの輸入全面禁止 

▪ 短期契約について 2026年 4月 25日発効 

▪ 長期契約（2025年 6月 17日以前に締結された 1年以上の契約）について 2027年 1月 1日発効 

o LNG輸入に関する上記禁止に関連する技術・金融支援（保険を含む）の提供禁止 

o EU港でのロシア産 LNG積替え禁止 

o Rosneftおよび Gazprom Neft との取引禁止強化 

 

• 第三国関係者 

o ロシア産原油を購入する中国企業（製油所 2社と石油トレーダー）への制裁 

o Litasco Middle East DMCC（Lukoilの UAE法人）の指定 

 

• 追加措置 

o 69名の個人を指定 

o 45社の法人を指定。ロシアの軍需および産業複合体への支援が理由 

o 117隻の船舶を指定。港湾アクセス禁止および保険を含む広範囲にわたる海上輸送関連サービスの提供禁

止。これにより制裁対象指定船はのべ 557隻に上る 

o ロシア関係者が以前に運航していた船舶に対して、売却後 5年間、一定の形式での保険・再保険の提供、

および第三国の買主または賃借人とのあらゆる形式での賃貸借契約の締結を禁止 

o 電子部品、軍用金属、工業製品の輸出管理強化 

o 軍事システムに使用される金属・酸化物・合金および非環式炭化水素の輸入制限 

o シャドーフリート船舶に虚偽の登録を提供する海事登録機関への制裁 

o EU規則 833/2024でまだ対象となっていないロシア政府へのサービス提供に関する事前承認義務 

o ロシアの銀行 5行（Istina Bank、Zemsky Bank、Absolut Bank、MTS Bank、Alfa-Bank）との取引禁止。

さらにベラルーシとカザフスタンの銀行 4行も取引禁止対象。ロシアの金融メッセージングおよび決済シス

テムへの関与が理由 

 

 

英国の制裁 
 

2025年 11月 12日、英国はロシア産 LNGに対する海運サービス禁止を導入する意向を発表しました。 

 

プレスリリースによると、 

この措置は、ロシアの LNG輸出を大幅に削減し、世界トップクラスである英国の海運サービスへのアクセスを遮断することを

目的としています。禁止は 2026年に欧州各国と歩調を合わせて段階的に導入されます… 

 

英国は 2023年 1月にロシア産 LNGの輸入を禁止しています。今回はさらに一歩進め、ロシア産 LNGの第三国向け海上輸

送と、保険を含む関連サービスを禁止します。英国関連の船舶とサービスはロシア産 LNGの全世界での移送に関わることが

できません。 

 

https://www.gov.uk/government/news/uk-strengthening-ukrainian-resilience-ahead-of-winter-at-g7-foreign-ministers-meeting
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海運サービス禁止導入の意向に関する上記の発表は、10月 15日に、Rosneft、Lukoil、Rosneftが 49％出資するインドの

製油所である Nayara Energy Limited、その他様々な会社を指定したことに追従するものです。英国政府のこの措置に関す

るプレスリリースはこちらからご覧いただけます。 

 

Rosneft と Lukoilが英国の資産凍結リストに追加されました。 

o 資産凍結対象 90件が追加され、以下を含みます。 

▪ 中国の 4つの石油ターミナル 

▪ インドの Nayara Energy Limited 

▪ 51隻のタンカーと LNG船 

▪ 5つのロシア金融機関 

▪ 防衛関連企業 

 

• 一般ライセンス 

o 一般ライセンス INT/2025/7539056により、Rosneft、Lukoilおよびこれらの企業が所有または支配する法人

との取引について猶予期間が認められました。ライセンスは 2025年 11月 28日 23:59に失効しました。 

 

o 一般ライセンス INT/2025/7538856により Nayara Energy Limitedを含む特定のエネルギー企業法人との

取引について猶予期間が認められました。ライセンスは 2025年 11月 13日 23:59に失効しました。 

 

o さらに、2025年 10月 22日に OFSIが一般ライセンス INT/2025/7598960を発行し、Rosneftの子会社で

ある Rosneft Deutschland GmbH と RN Refining and Marketing GmbHが関与する事業活動を認めまし

た。また、OFSIは FAQs（No.169）を更新して、英国制裁が、2022年からドイツ政府の信託引受け下にある

これら企業の事業に悪影響を及ぼすことを意図するものでないことを確認しました。 

 

 

米国の制裁（2025年10月22日） 
 

2025年 10月 22日、米国はロシアの石油大手 2社に対して全面的な資産凍結制裁を課しました。 
• Rosneftおよび Lukoilを SDN リストに追加、複数の子会社も対象 

• 2社のいずれかが 50％以上保有する企業はすべて資産凍結 

• OFACは Russia-related General License 126を含む 4つの一般ライセンスを発行し、Rosneftまたは Lukoilが

関与する取引について 2025年 11月 21日まで猶予期間を認めました。 

 

 

影響 
 

上記の概要はロシアに対する制裁の一層の強化を示しています。第三国へ輸送されるロシア産 LNGに関する保険提供の禁

止が提言されていることに加えて、ロシア産石油や他のエネルギー製品の主要な貨物サプライヤーでシッパーでもある

Rosneftと Lukoilに対する措置は最も注目すべきものです。英国と米国それぞれの一般ライセンスが認める猶予期間に従っ

て、メンバーはこれらの法人との間の傭船契約を含む全ての商業上および契約上の関係を終了すること、これらの法人が貨

https://www.gov.uk/government/news/huge-blow-for-putins-war-machine-as-uk-sanctions-russian-oil?utm_content=&utm_medium=email&utm_name=&utm_source=govdelivery
https://www.gov.uk/government/publications/ofsi-general-licence-int20257539056?utm_content=&utm_medium=email&utm_name=&utm_source=govdelivery
https://www.gov.uk/government/publications/ofsi-general-licence-int20257538856?utm_content=&utm_medium=email&utm_name=&utm_source=govdelivery
https://assets.publishing.service.gov.uk/media/68f8794bb391b93d5aa39a38/INT.2025.7598960_.pdf
https://www.gov.uk/government/publications/uk-financial-sanctions-faqs/uk-financial-sanctions-faqs?utm_content=&utm_medium=email&utm_name=&utm_source=govdelivery#general-licensing
https://ofac.treasury.gov/recent-actions/20251022
https://ofac.treasury.gov/media/934706/download?inline
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物所有者である場合に一般ライセンスの失効日までに全ての貨物を荷揚げすることを確実にしなければなりません。事実上、

これは 2025年 11月 21日までの完了を意味します。これができなかった場合、制裁の関係当局がメンバーに対して強制措

置を講じる可能性があります。 

 

メンバーの皆様は、適用される制裁措置に違反するいかなる取引に対しても保険カバーが適用されないことにご留意ください。

また、制裁リスクの高い取引に従事する前に、関与または関与の可能性のある関係者、貨物、船舶およびその他のサービス

提供者に関し、取引全体を通じて徹底的なデューデリジェンスを実施することをお勧めいたします。さらに、デューデリジェンス

の調査結果を記録に残すことを推奨いたします。 
 

国際グループのすべてのクラブは同様の回覧を発行しています。 

 

 

以上 

UK P&Iクラブ 日本支店 訳 

 


